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塾技 

 
チャレンジ！入試問題 

 

台風・気象現象    ～天気の変化～ 
 

問題 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （早稲田高等学院中） 

  



 

 

 

問 1       天気図より，停滞
ていたい

前線という。停滞前線は冷たい空気とあたたかい空気がぶつかり合ってほとんど動

かないときにできる前線で，6 月～7 月の梅雨の時期に見られる停滞前線を，梅雨
ば い う

前線と呼ぶ。 

 停滞前線 

 

 

問 2 台風とは，熱帯地域で発生した熱帯低気圧のうち，中心付近の最大風速が 17.2km/秒以上になったものをいう。

低気圧の一種のため，       より，風は反時計回りにふき込む。よって最も適当なものはアとわかる。 

 ア 

 

 

問 3（1）A 地点から標高 1000mの地点までは，100m 上 昇
じょうしょう

するごとに 1℃下がるので，1 × (1000 ÷ 100) = 10〔℃〕下

がる。一方，標高 1000mから 2000mまでの 1000mは，100m上昇するごとに 0.5℃下がるので，0.5 × (1000 ÷ 100) 

= 5〔℃〕下がる。よって，山頂での温度は，32－(10 + 5) = 17〔℃〕となる。山頂から B地点までは，100m下降
か こ う

するごとに温度が 1℃上がることになるので，1 × (2000 ÷ 100) = 20〔℃〕上がる。よって，B地点での温度は，

17 + 20 = 37〔℃〕と求められる。 

 37℃ 

 

（2）湿度
し つ ど

とは，ある温度の空気 1m3中にふくまれる水蒸気の量が，そのときの温度における飽和
ほ う わ

水蒸気量に対し

て何%にあたるかを表したものである。 

A 地点から上昇した空気は，雨が降っている標高 1000mから山頂までは湿度 100%となる。 

雨で水蒸気を失った山頂の空気は，A 地点よりも水蒸気量は少なくなっている。一方，山頂から B 地点まで

は，空気中に含まれる水蒸気量はほとんど変わらず，B 地点は A 地点よりも気温が高く，飽和水蒸気量も多

くなるため，湿度は A 地点よりも低くなる。以上より，カが最も適当なものとわかる。 

 カ 

 

 

問 4 台風のまわりでは反時計回りに風が吹きこむため，関東では南からの湿
しめ

った空気が入り，この空気が本州の中央

部にある山脈を上昇し，反対側に位置する日本海側では気温が上昇する。よって，最も適当なものはウとわかる。 

 ウ 

 

  

解答 －チャレンジ！入試問題－ 

解答・解説 

答 

答 
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